
統合小中学校の建設 関 進捗状況 つい

地域説明会

月 日 大河原小学校 午後 時 開会

月 日 東小学校 午後 時 開会

月 日 南小学校 午後 時 開会

月 日 昭和中学校 午後 時 開会

次 第

．開会

．あい つ

．建設決定ま の経緯 つい

．建設委員会 の進捗状況 つい

．建設候補地 つい

． 意見・要望・質疑応答

．その他

．閉会



経 緯
・平成 年 月 昭和村学校の在 方調査研究委員会を設立・・・ 視察・義務教育学校を調査

・令和 元年 月 昭和村学校の在 方検討委員会を設立・・・ 学校統合 つい を検討・アンケート実施

・令和 年 月 村長 検討委員会 の報告書を提出・・・ 小学校統合を示唆

・令和 年 月 昭和村小学校統合 向けた検討委員会を設立・・・ 中学校 の関係性を検討・視察

・令和 年 月 村長 検討委員会 の報告書を提出・・・ 小中を一体 た学校建設を示唆

・令和 年 月 昭和村統合小中学校建設委員会を設立・・・ 学校建設を実施・諸問題検討

．建設決定ま の経緯 つい

小学校統合の主 理由
○児童生徒数の減少

○校舎の老朽化

○校舎のバリアフリー化

○多様 考え 触 重要性

○切磋琢磨 き 環境

小中を一体 た学校建設の主 理由
○小中一貫教育の推進

○心身の発育段階 応 た6･3制の見直

○中学校校舎の老朽化

○校舎のバリアフリー化



．建設委員会 の進捗状況 つい

第1回 和5 6 8日
建設委員会設置要綱 つい 目的 審議内容 委員会組織 任期

建設委員会 ュ ル つい 大 計 会議回数 審議内容

建設用地 選定 つい 原案作成を福島建築設計 依頼[実績]昭和中 南小[現在] 統合小

部会 設定 つい 部会[ ル プ]を作成 協議事項を分け部会 討論し原案を作成

運営方針 付帯施設 制服 地域連携 施設連携 施設方針

通学 廃校利用

第 回 和5 ８ 日
建設用地 提案 つい 詳細 次 設計会社 原案説明[比較項目][比較用地] 抽出

部会 割 振 及び進め方 つい 委員を ル プ化し、部会 偏 い う配置、事 局配置

進め方 協議内容確認 構想計 必要 事項優先討議 原案作成

基本構想 基本計 作成 つい 他市 例を3 紹介 プロポ サル 業者委託 事 局作成

委員会 情報 公開方法 つい ム 昭和広報 議会説明 地区学校説明会開催 回覧

第 回 和5 日
建設用地候補 決定 つい 投票 総合運動公園隣接地 決定 結果次

視察 つい 先進地視察計 市笠懸西小 前橋市桃井小 佐久市臼 小

佐久穂 佐久穂小中学校

部会 報告 つい 報告 し

基本構想 基本設計 作成方法 つい 事 局作成 決定

そ 他 回覧 原案 承認 回覧を提示 承認

第 回 和5 日
建設用地候補 決定 つい 議会指摘 報告 協議 地区学校説明会開催 説明

11 29日～2日 4日間 各学校体育館利用 説明会

総合運動公園隣接地を候補地 す 理 つい 説明会 資料作成 協力依頼



．建設候補地 つい

東小拡張地

前提条件 面積 最低30,000㎡ 40,000㎡

南小拡張地

大字森 地内接

昭和中拡張地 大字糸井地内

道 駅隣接地 運動公園隣接地

34,931㎡

38,122㎡

37,029㎡

58,030㎡

48,662㎡ 45,631㎡ 57,950㎡

比較項目

必要面積 面積 地形 工事しやすさ

通学距離 徒歩通学 しやすさ

遠距離配慮 バ 利用割合 通学時間

安全性 急傾斜地 水害被害

開発手続 文化 開発許可

インフラ バ 通路 水道 水

福島建築設計 原案

原案 比較項目を 案し、次をプラ

通学 全員バ 通学 、通学手段 距離 不公 を少 く

環境 用地 制限 少 い、 び び した教育環境

効利用 運動公園用地 効利用 共同利用 施設充実

費用 用地取得 容易さ 費用 担軽減

拡張性 付帯施設建設 増設 行いやすい

建設委員会 判断 料



◎建設委員会へご意見・ご要望がありましたら、説明会終了後ご記入い

ただき、入口脇の箱に入れてください。

◎後日提出の方は、封筒を入口で受け取り12月7日（木）までにご提出

ください。

（保護者の方、青い封筒に入れ→お子さん→学校・保育園へ提出

地区の方、 茶色い封筒に入れ→ポストへ 投函[切手不要] ）

ご協力いただき、誠にありがとうございます。


